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1同 ヱ接点;>;絡会秘策 H 佳節 2 府

劉 2 工業組品の携す十棟以牧スペクトル倒

向。 11.0 /2 , 0 13.0 f'- I析。

図 2{c) No.2

なる傾向があるため， lt-f*を含めて国体定量を行予

L分析悶皮治量的こ慰〈なる置がある食事のため，この

間4 成分努として固体で同時 1宜を行うよりも，これ

をの槻陪銚百 Jill 習時1lび不溶部分のこつに分叶，定盆
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}般に iii畔線暖牧スペタ f ルにより同体然符の定怨

を行う際{ま，その拭併の特性吸放置摺付近に!Ii'欣を示

さな， .ような有機溶舶ニ稽解した溶液を}定の厚さの

問符容:lll: lll にみたい湖沼ナるのが管理でらるが，ナ

フタ 9 シ同化物の治合!J""トロ化合物相こ1. 5 体の

右後宮蜘こ対する W: 解阻ま非常に小さし考x.fUる極

の々右掛算臨ますべて使1Ti'f:可世なる司肋明朗した。

そこで，この問符を開科、のまま務濁 hハタフィシとよ

〈混合しペ Fスト状としてこ枚の会組絞の聞に挟み I

訪叫餓殴教を溺定ずる刀法をとった処，二三の民事寺に

つき，結 2 図(， )(b)ll ぴ( , )の加き鈷皿となり，負1

1 図と比較し，ー広ベ作成分の定性が可能である。

向この際二三のジa トロクフタリシ酎符について

はg との S 成分以外のものと思われる暖教が12.2μl二

般かに見られた。

しかし，この続*から直ちに定証をも行う邪は，色

々 n版画tあり，詳細は別報"Iこ盟るが，裂するに，

(1) -般的抑制として iむ悶体元出の際の盟々 な

る聞熊{主として以視野の惨さの問題。問調漉段の間

四，民約均→主の問問等)のため，従来も殆ど叉獄が

ない状血である I: ，さらに多成分系の定置を同時に行

う務{ま車座である。

(2) この於符圃係特別の附胞としては， a-MXN

の相当量混入しているものは， α一体の純子の f安置か

らか，図体 ~I 定の際』筏牧~・ sharp でな< broad に

向ことに ITれた間切日純物置の融制ま， .休 59.S0C ，

tJ -{~6 2- 63°C. 1.51_1-:214°C, 1.8体 lGB.SOCでおって，

β 体(，ーナフチルアュシのジアゾ化により合成)の敵

。泊、文獄舗に比し低、、会むその菰叫総疲牧スペクトル

から持定?ると，さほど不純惜'f.I~あるとは思われない

ので微量の β休をSillまする臨の控事純物宜として依m

ずる事は建支凡ないと考えそのままこれを使川した.

J(この策験{むすべτllaird mの絞"iii式の記数

式赤外線分大俸制II' く行った。

図工の結果より見るに，信一体βー休の特性破欣世廷

は，さきに銭関，西E円により発爽された如〈ー伎の

ナフタ 9 :.-~盟強制、の特性型民放波長の位置には夜枚を

元、さ T，特!JJ，な混牧を示すが』とにかく1.5iKblL>:: 1.8

体と共iこ 4 成分努とした場合， :w二世複しなL 、特枇E反

政世長を， αイ本は11 .4 71'， 州事は11 田μ ， 1. 5体は11.24

1'，1.8体は1l.96μに宿する司幼明り 1 さらにこれに12

_14μ 問!の夜放を合せ考拶寸れlむこの 4 成分の活

性定量治効i分可能である事が耳められた園

3 到定世料の処理について
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後2事1 ・闘中 級震・山下 "f:./=. ト冨及びジ畠トロナ?タ hの制限外線電喪松浪ペタトルによる分併 101

する方かょいと且われた@で.;>:の釦〈処理を行った。

1!Jlち，先ず Z者斜をご宮家化滋ヨ艇と ill じ， 1I:s":\'異色体

のみを裕樹して，これを e一体及び βー体の 2成分努と

して定食L.次に溶溺浅草を従操して，これを涜劫ハ

，フ 4 シ中。分散系として， 1.5fふ2t ぴI.'体 2成分

罪とし，定量した。

~市横切 gl 業として二法化盟議を謹んだのは，ニ硫化

農家方市羽暑に使用可甚な布撹穆絡の It拙句なものと

して誼常事 'IJIlされて、.るからである.

以下その結果につき誼ぺる.

Zf, t;' (c) はその厳軍の=三の例で，闘の!Il2函(.)
(b)Jミぴ (c} 2:.~するものでちるが，その中の(. )

磁 4 工穿唖Ii}，のごま定化淡集

総務波の靖叫篠皇室牧2ペタト島問

一ーで汽ルず

"・

4 αー毛)=-トロナフタリンのE量

先 r a-)INN の官壊純物置を 1IJ\' τ 】1.，\7μ の特

性世長の!!l牧を測定し，綾量拙を作成した.この~j'f1

S容はこ噛化出紫，問腎容相主食趨の完封を持つ波野 0.1

mmのものをme・た。結果は第 3 図のお，<であるof，'，]

特に餓並のものの定量については 13 凹 μ の特性吸牧

滋長を問、・た。

'..1;> ".
鴎 Ha) 討。 6
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。 ,*0 so &0

-ー一、品
図 3. .ーモ/ =.I-1::1ナアタリ yの検証限笥

これによって 11 ..l 7μ の特性ill:長を II れると， 55

mgj 四塩は Beer の法別に Zをう布治判った.この険量

III を最小ニヲ農法によって四阿 e fittingL. この

。pti 但1 d' 田町の簡笹優韮を求のた ιε ・24.5)(

IO-l となり，これは標章 ~I 寺 O.6mg の監牧にあた

り，結局鴻定漫変は 55 mgjL 'C盆でちるから，申書嗣

韮t主的."程度色、う話集になった.

これを周ヤて，各会匙の拭"につ L ・て定彊を行った

結集 l之裁 1m2 行の師〈で ~IS: 也氏斜中にも相当盆 D

X~ の混入しているものもあり，又 D~!\ 民事寺中にも微

量E漢は a-)INK がi旦入 Lていた。図 4 ， (a) , (b)

。 11. 'f. 7μ

IJ, 13.I)。 μ
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1田 ヱ 12 :k!E協会箆 Z14 f.:l節 2 f.:

に見られる卸< c'I initro 田pbth l! elle 痩品中のこ由

化狼様可常務分には 11. 9μl こ段歓を jj;- すよヲな衡 lit

傘の発砲鈎 E珂躍する和 Zみとめられた.叉(， )は

(b) に比し . 41fi~ 透度で霊提したものであるが こ

の白隠にすると積 (11 脂 pのF体のき昆牧渇唖制二島れ

て〈る.

帥 e・:UXX のg直後盆のものにつ、て t土， 11047p. よ

りも留に組、夜牧を示す 13 田"を It りに周いる ξ

倹見咽皮{主 0.01% の。 nl" である.

5 βー司oj エトロナフタリンの

捕慣法による宜量

.s-~IXX は品常IS"!品中には溢〈出かしか入って

、ないし，又必r 作 )1:-山が多litlこ芸肘rするので.

これを嘗i且の:Ji訟で淀議rtる事{ま不可能であるか，又

t三Mil治排信にlI!!(なるかして具合が血。

そこで，怨璃等は，これを錨慣怯を州、て定鎗し

た.祖国法についてlむさきに餓凶，闘中勾が宛表し

たが，事きするに闘"の漫獲を大にして不綻設の漫Ill:を

上If. しかも主成分の膨響I<街宣Eするようにしてatill

L，微調止の不鉱訪を務費よ〈定位する方法である.

この前酌こは.やはりこ否定化炭議を1lJl' ， f:tt寺容2暴

t乞食IIIの恕を待つ液府 0.5mm のものをJIll ヴー・

夜放出社しては，先ず試持胆叫が鎗田Xl5に謹

Ill:筑)() mil，白の..-)1:叩溶液を入れて濁定した場合

を 1凹"鍾面白率とし.il<に植田:.tl~1Ilはそのままにし

て品・て目符世酬に{まいこのa-~IX~ WI由こ fl-~[

おおの惚唱決"を少量宛加えたものをスれて，8-«-の

e剥金波長たる U 田μ の蓬量撃を制定し..体の検

拾鰻を仇唖した.この結果は!li S 闘の如〈であった。

これを川、、て作批の工:m~遺品の犯1止を11'った結果

図 5 栂慣法によるp-.e J'"ト冒ナ

?タ，シ検餐盟諸

jaG /

UVL S..:! l:;~

之， ;U ・'!i ι

It, ~健 1 鋪13行の却〈で， ~I:山日嶋中 iこ a-体"的

5%faI;度βイ\<0:泌入している剤"を示している.

出，多量;I') a-:'I[XXIド;l) ，8 -)IX:'; の険匁毘演目的

0.1 夕、極富である.

6. 1 .5及 v' 1. 8 ジェトロナフタ

リン 2 鹿卦罫の謹動パラフ 4

ン中の分駐車としての定量

ζの定量方法及び結型の Z字詔 D検2昔、出 1録。・こ量っ

た治曜夜はil<の釦〈である.

問ち部主 Eの鈎き二削凶器でtIJ'iした酎縄問薗"

, 7 ，シ 'I・の分散ヨ院として出世するのであるが，先ず

1.5J1.L"l.8 -0XN の即間契約を一%塩野島毘合し.

これと波動，~? "7 i シ之よ〈混じペースト 4えとして食

塩の額制聞こ終んでその舗叫祖怨牧をiU~t!した処，

1.5 及ひ1. 8 OX:'; の特性磁歓滋長たる 1 1. 2-1 μ 及び

11.96 併の援紘の商さを Ait ひB ととし ， B/(H-.ll

の値を躍駄に，宜 L5.n 怪:1*の会盆比 i二片ずるI.8，t1.佳

作の含盆比の比を踊"にとってグ"を繭〈と図 8の

白 0.5 体の含盆 k世-SON 聞では，一世瞳となった.

ζの隊指偏彊は 1.5 体含量比として的 2M2n である.

図 6 園初訟段量銭箆

z

i

M

い

|

付

,

。,
。

/.o:cv~ ，i-，-"， 03 C- -;;""""7-"';;'

』#昔

そζでζの検盆視を刷、・て之島「岨'"ゅの 2成分の念

公比を定量した.エ思 11M ，の回締法による問問凶の例

(~t 古'!illの釦〈である.

これりの fti~ 民は?を 1; 蕗， 1子丑ぴ漉 5 符の釦〈で，

DXX 拭"で It-I 空におえられている釦<1.8~包:It民

.il~1. 5災住仰賂哨鑑作ぞける ζ と合唱められたが

Xo.10 の匂< l.3 a 俗のものから Xo.5 の釦< 2.iO 俗

のものきである ζ とはJm ll 時によ 9 このItのIi: ~lU

ることをff;-r-、のとして興事相ーある。

この‘合二緒化泌策処湿をする時，二 O:';X 特に 1.8

S込位体が隆盆は二信化;Il-;Rに許 Eするので.その俊己震の

暗闘であるこの鉱と国の含盆比とは者予径がある III
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It川・ m·，' 軍改・Ii'下.，.許 u及びジq 冒ナアタ'シ0船外..扱IX' ペクトルによる~符 103

図 7 工稜製品のこ硫化骨系惇瑚鍵

法の;t，外伝田牧，ペタトル例ぉ。 6

凶

‘­I.'..or
,

もあるが.ζζではこのJl!は記聞偏差に比し I ,J';:'\

としてー広明縦した.しかし.llil!l.を上げるた必には

今後般討するま~'<f.担であるとl!'.bれるe

文二三の 0'町民"に見られたU.9，.及び 12.2 ，.

の後少段数コ0・らは，亡の'"分以外のナアタ，シ相化

臨ザ微量イy.-ffiするU‘う以外，開~とせず， .:::.1lも今

後の問閣として泊究中である.

(..'JDX-!'\'工業Jl~，中 III 氏のものは rio ，固なかったが，

給揖のままの関関 (:'\0 .4及 tf 5)については，勧停援

の持金滋鎌より的 1% 温度 I:::. 鐙盤魯況を含んで、る

事が修められた.これも興勝ある布切ミである.

7 工聾製品の分析結果

ケールダ

ー"'"'
cs措権問'" 同相 同友

'00 11.0

信号 島常斜

1 ).I!'¥'N

2 ,

3 •4 D:¥X

5 ,

6 •? •8 •9 ,

10 ,

測定候件

MN:-<].えひ DNN のS者側につき定盤を行った衡問時を

12.0 rJo ノ・件。 まとのたのが炎 l である。

設 1 ェ!ill!品分続~!

OM ふ94 ， β 体%. 1. 5体::. l. 8 t-住民磁点，:. 9l繁 it:: ，備 勿

曽 0.5 - -57 。ー謁 5 8回 "!II

制 4.2 - ー剖-56 7.91

iO 6.5 5.5 18 45- 1却 9 臼

0.5 - 四 η 叩1_199 12 弱包伏 11.9併に寝室曳枚

0.1 - 'z1 i3 101-1 開 店計怠吠 11.9.... 12.2 1' に.署長政

0.3 - 35 日 92-172 12.54 U.9p, 12.2... に後患位

。 3 - 羽 '0 後ド 185 12.58 11.91" 12 与に・吸収

0.5 - 盟 72 109-li9 12.61 11.91', 12.2... t:::.思紋

36 臼 1国.....182 12 詔 11.9μ に録後耽

0.1 - 42 58 I凹-194 12.52

8 結聡

勃汐""1 01 牧λベタトルにより.，.ト.，えぴ !J=. ト

凶ナフ~ ~ :.-の分析を行， .

(1) _.及び ll- )， IXX の柑会設歓 I: ， -伎のナフ

タ"シー置換体に比し，府民な世長に現われるが，

1ヱト及び LS- ONN 2:j~I:' ， 互に出証しむ・特性疲

枚滋長を持ち， ζの'I ll全体の ill合物~定住が可能な

eを飽めた.

(2) ニ雑化凝集箆還により. I'(f!を ~IX:-; と DX

おとのご笥世に分lす. I!l:圃必の定量浩司能な礁を包

めた.

(3) ご磁化緩紫信号援として )IXN 1，え tfDX メヱ

ョ，<11品中の p幻おおの筆書を行った.

(') 1l債塗により山町 II品中に.-，口市治司

5% 程度瀧入している棺吐tB lbt.: o

(5) ox:;.;~品中の1.5- 2及び 1.8 ・S毒性体の宏司量を

涯勤，・， '7~ン中の分役員長とし τ行、白-Ilに 1.8-. 民

伎体治・ 1.5 良性，.の略 2rm 量存在する事を箆あた.

(6) DN :S貨品中には e 及び β3 店X， I.5-.zt

t，'o:l.Bト DNN 以外の物置が徴量温入しており， U.9μ

及び 12.2μ に!II.駄を示す郁をWI>た。

(7) DXN I1品中，絵波闘終は，郷発怪物質を硲

1N 程度合引している事を飽めた.

鯵りに臨み間約を提供せられた協係各枇に対し深〈

!!\盟申し上げる.

(昭和坦年 4 月泊四 工Ert*.!Ii協会研鍵究議会 l二

て夜袋}

文献

1) 笠木求ヱ織化 Z学""笠， 745(1 弱1)

2) II 稜tl~. III 下.mlt':.笠木.. ヱ嬢来週区梅金，

西宮~1i.:fS続完亮愛会荷台前 (1 笥Z年IOn)

3) 録wt:.丙fH費分街化学 b 哀調 SCI 翁3)

O 健闘t:.開中"之タ街化学 nail'

5} .m t:，田中 tl 之タ傍佐李主 113 (1 錆3)
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導爆線起爆による爆薬のガス安全度 lニついて

{昭拘留学 6 J316H~ J'電}

古田 正・赤羽周作

(1;蕩技術試 81l<)

'ー九@

程的筑)C m~ りその磁Jll (-量気量外務霞酉鞠)を

刻sit したが平i!. J 8.7gr{m て:-£:人 ;，9 .7gr/m. 絞少 8.2gr/m

であった。情誼は図 1 に示す。

(d) 埋l!' Mじん慢の修雪量について lまー方の袋じん楊

聞に平行に直陸軍組をして，長さ 3m ， 1m と， 0ド，

"らて磁の場合について行ったものであるが， 2 本刃 7

の場合 iま引火し，且その長さは大した修智治:見られ

震管{主倹

定合絡の 6

号旬0(旬 it~

を民用し，

g燦留に絡

付後外部及

び底却をプ

瓜r.. (，，~川

。 ':'H~

,,' »1,‘
;'".. J. ζ" ド

._ ~ t. (H.I 川

,...t. (I,t)

'“1'_n
."、 z、 I :I、l

図 1 忽魁級111m箇 'ヲタテー

プをもって撞いて官管の~スの引火の修響なきIIIこし

た.

1-1 ・a舗の車錫亘掴の場合

窃血縁の直録l2Illの濁合につ、ては図表 2に見るが

白〈崎認発災験Ii，保土ヶ谷縦突試験抗泊ニ凱・ τ

平行的に行った.

(.)小型出発減数替の 9且叩，高さ馳 mの初会に

ついては ii_ill で2*官の渇合、 ~M 怯ぞ riot験

器の盟置に詰 l·r けても引火しな、、実験場盟輔の伎

閉ま 1 本であるカ宿圭度の程度を験叶?るために 2

恥 3 ，も.;:H1ねて礎.貸したものである .ζ れは以下の

実験でも肉舗である。

(bJ 鍵発関敬訪:illの底部に沿って寵灘 25< m に平行

iζ2 木京 3m の制合においても引火当相は怖であった

これらは長さは火した修密を示めさないと考えら

れる.

(e) 2投銭篠山，~に I釦録湿除する場合

その rdl l'~'d を 15c m ， lOcm, Scm と変えてその聞

に霞総すると 2本乱 3本来の渇合は引火して、.る

諮ら 1 本では何れの場合も事ck したL、この象額の

寸11:1: ， m筑1=， jをさ60c国である会主巾を変更し

た場合の引火事に対する影曹については行もなかっ

供拭穆限後 liJilIま民験弐梼録取の概度3mlこ 1 回

l まえ治S き

昭積回年中頃より長抗凝磁忽掛の町1磁調坑内におけ

る鍵秘湯司直観され，資滋技術拭験所としては，その安

全度につレての研究が，昭零四年，昭和ZI年度に凱白

色本恥九州支配北極E支所の協同研究として行

われたが，その中本所で行われた樽出絹匝ぴIII出t寝起

世による盟諸の~ス安全変革びこれと平行に行われた

盟焔写固につ、て遮ベる.

n.ll- 蝿韓のガス安全 III について

樗雌，Illの~，ぇ安全 lit につ t てt世十留にその繍告は処

られない.恋ら〈叩置揖裁量の所では健 mされたこと

はない III である。

昭*出年男支店時の盟実I>l験易耳目で行われた T噛実験

からの窃盟犠自体のーサ当りの磁晶後夜鰐置か， 1<

~~I 火の置安要家となる主云うことはー憶考えられて

来たが，本所としては ζのために先づ 1米滋叫 '~96

と脅する包本.- ，ヲト p自噂爆舗を民"として，保

土ヶ谷'"・腕の Il!，発試験続盟勾{。・ I.S2m) と小霊峰

発銃験穆 Co ・58c m，JT. 9Oc m) のこ磁掴の比叡団関験に

よる 1j 訟をとった.

誕の隠録 3与法としては， (')直線翠臨 (2 )皿機ニ

鈎叙板 rui~ 効恥 (3 )φ 5O mm S;:管試験， (.a) 特殊配

線 (U 型)について行った。

この節使 mせるメタ，1<叫ま，成分としては説 1 の

釦きもので，キ革県人多磁のヌ問調 Y昆である.この成

分中ホ簿勧ち多少多、織に itt わ九純停の"シ1<，と

は多少相 S唱するかとも考えられる.これにつ、ては斑

に指来検射し度 L ・と考えて L 喝。

現段 Z

CH4 CmHo Hき CO CO~ );: 。

A 78.G 0.5 4.8 1.5 0.5 11.7 2.-i
B 関 3 0.5 '0 '.2 0.5 12.8 2.5

c 曲 3 '.0 0.2 0.8 3.0 I.'
会総回 8 0.3 9.7 0.7
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